
JAたじま GLOBAL G.A.P.認証取得
〜労働安全管理面の取り組みについて〜



あらためてコウノトリ



2005年の放鳥の写真





成田さん作成資料より抜粋



なぜGAPに？







私たちが取り組んだこと



JAたじまでは、グループ認証を取得しました

QMS＝Quality Management System

「品質に関して組織を指揮し、管理するためのマネジメントシステム」を意味しま
す。いわゆる「本部機能」です。

オプション1
個別認証

1法人もしく
は1個人で認
証取得します

QMSなし
単一サイト
認証

QMSつき
マルチサイト

認証

オプション2
グループ認証（QMSつき）

複数の個人や法人で
認証取得に取り組みます



事務局担当 TAC 組合員













有機JASもグループで認証取得

組合員が新たな書類や記録を
作ったものは基本的にありません



グループ認証で良かったのは
みんなで解決できること

人数が集まると
「文殊の知恵」になります







個別の農作業は
基本的に栽培暦に基づいたもの

各自の工夫は活かしている



安全管理の取り組み



• 「さあ、みんなで安全を考えましょう！」という
ノリは、全くありませんでした。

• 昨年のシンポジウムで城向さんが発表されたよう
に、やっぱり「リスク評価」がスタート。

• 危険を感じるところが農場ごとに異なることを、
リスク評価で改めて確認した。

• そこで、全員が同じ取り組みをするのではなく、
農場ごとに対策をしていくことに。



【 豊岡市但東町 】植田農園の事例

• コウノトリ育む農法が経営の中心。そのうちの
10ha弱が「GAP&有機JAS」

• 経営者の植田氏は、JA青壮年部の兵庫県代表も兼
務していた。

• 法人化されており、通年雇用者も確保。

• 親から子への経営移譲も完了。

• 子供が将来農業を継げる環境づくりも視野に入れ
ていた。

働きやすい環境づくりが
主な取り組みとなった







今後について



今後について（1月26日記者発表会 組合長発言より）

【 生産面について 】

• 部会の皆さまと相談しながら、生産の仲間を増や
していきたい。

• GLOBALGAPの認証取得に関心のある方は、ぜひ
チャレンジしていただけたら。

【 販売面について 】

• 2020年オリ・パラ東京大会への出品に向けて、引
き続き取り組んでいく。

• 実需との結びつきを作っていく。

• 「コウノトリ育むお米」の知名度をあげる活動に、
引き続き取り組んでいく。




